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サルに見られる成人T細胞白血病ウイルスに関

する研究

三好功夫 ･吉本静雄 ･藤下雅敏 (前知医大 )

1.HTLVのニホンザルへの感染

HTLV抗体陰仕の3.5才の雄のニホンザルに,

1.5-2×108旧のRa-1細胞を2週間隔で4回静

江した｡Ra-1は私共が雄ウサギのリンパ球とM

T-2細胞との混合培養により樹立したウサギ由

来のリンパ系細胞株であり,HTLVの持続感染状

憶にある｡静注後経時的に採血し,MT-2細胞を

抗原として出光抗体間接法にJ:りHTLV抗体をmrj

定した｡応初のRa-1細胞静注後2週目にHTLV
抗体陽性となり,抗体価は160倍であった｡さら

に1週後抗体価は320倍と上昇し,以後この抗体

価を維持した｡最後のRa-1細胞静注後8週日に

リンパ球を採取し,TCGFの存在下に2か月間培

荘した｡この間に行った染色体分析により培丑細

胞がサルの細胞であることが確認された｡これら

の培在細胞の中にATL患者血沼と反応するHT
LV抗原とHTLV粒子を認めた｡

2.サルのHTLV様レトロウイルスの泣伝子耶析

私共はニホンザルをはじめ数地類の旧tLr界ザル

がHTLVに類似したレトロウイルスに自然感染し

ていることを見出したが,これらのサルから分離

されたウイルスにつきgene Specific probeを

用いてサザン法により解析した｡その結果,サル

のウイルスがHTLVと非常に近綾なものであり,

HTLVに特有と思われたpXをもち,LTR-gag-
poトenv-pX-LTRというゲノム構造 を持つこと

が示された｡
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関する検窮を中心に研究をおこなった｡

1.各班詔良‡TIにおけるHTLVの血清疫学

現地で採血され,詔長研 ･変異部門に凍結保存

されている旧Il桝 ザル(マカク3種類,ラング-

ル2打机 ヒヒ8柾軌 グエノン1種類 )の血清

1458偶肘 こつき抗HTLⅥ元体の検索をおこない,

以下の紙袋を和T:(結果の一部は年報14巻に山本

が既に報告している)｡

トクモンキー(スリランカ) 17.5%
シシオザル(インド) 12.5%

スラウェシマカク(インドネシア) 16.9%

アヌビスヒヒ(エチオピア) 7.2%

アヌビス×マント雑研くエチオピア) 13.50/a
マントヒヒ(エチオピア) 0.0%
ゲラダヒヒ(エチオピア) 0.0%
グl)ヴェットモンキー(エチオピア) 28.1C/0
ハヌマンラング-ル (スリランカ) 0.0%

カオムラサキラング-ル(スリランカ ) 0.0%

以上の掛 こ,マカク･ヒヒ･グェノンに同性個

体が兄いだされたのに対し,ラングールは陰性で

あった｡他の相IBも併せると旧tit非ザルの中でH

TLVはオナガザル並科に勘性,コロブス亜科に

陰性とな り,系統を反映した結果がfuられること

から,HTLVの自然史をIB長城の系統から辿る

ことも可紙と考えられろ｡また,アヌビスヒヒ(H

TLV闘性)とマントヒヒ(HTLV陰性 )との

雑班において似性個仏が㍍率に兄いだされた点は

本ウイルスの伝描 ･発現を考える上で興味深い｡

2.ニホンザル細胞株の性状

下北 ･志賀 ･波勝崎 ･高崎山に生息する個体よ

り討9株のリンパ芽球様細胞株を樹立した｡各位

のモノクローナル抗体を用い細胞表面抗原 ･ウイ

ルス抗原の検索を,サザンハイプ1)ダイゼーシヲ

ン法を用いウイルスゲノムの検出を平行しておこ

ない,HTLV陽性細胞を含む株2Ui,EBV川

似ウイルスl以性細胞を含む株4モ舶;和られている

ことがわかった｡

昨年度に引き続き,各柾詔長拭自然蛇田におけ

るHTLⅥ盛典状況の検索,並びに,咋年度来樹立

されている野生ニホンザル由来の細胞株の性状に
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サルT細胞白血病ウイルス(STLV)の分離と

その垂直感染
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1)郁々のサル頬からのSTLV産生株の樹立


